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平成 15 年 3 月期業績予想の修正及び有価証券評価損に関するお知らせ 

 
記 

Ⅰ．平成 15 年 3 月期業績予想の修正 
最近の業績動向等を踏まえ、平成 14 年 11 月 15 日の中間決算発表時に公表しました平成 15 年 3 月期

（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）業績予想について、下記のとおり修正することと致しま
したので、お知らせ致します。 
 
１．平成 15 年 3 月期個別業績予想修正数値の修正（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 
(平成 14 年 11 月 15 日発表)  ２５，８００  ５５０  ３００ 

今回修正予想（B）  ２６，５９０  ７０８  １５６ 
増減額（B）－（A）  ７９０  １５８  △１４４ 

増 減 率  ３．１％  ２８．７％  △４８．０％ 
前期(平成 14 年 3 月期)実績  ２５，４１５  ５３８  ５４ 

 
２．平成 15 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 14 年 4 月１日～平成 15 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 
(平成 14 年 11 月 15 日発表)  ２９，３００  ７００  ４００ 

今回修正予想（B）  ２８，６００  ５４９  △５７ 
増減額（B）－（A）  △７００  △１５１  △４５７ 

増 減 率  △２．４％  △２１．６％  － 
前期(平成 14 年 3 月期)実績  ２８，１１４  ６４６  ９８ 

 
３．修正の理由 
(1)個別業績予想 
平成 15 年 3 月期個別業績につきましては、売上高は当初予想を若干上回る見込みですが、利益面

につきましては販売費及び一般管理費の削減などのコスト圧縮に努めました結果、当初予想の経常利
益が増加しました。しかしながら、株価下落による投資有価証券評価損や取引先ゼネコン等の経営破
綻による貸倒損失を特別損失に計上したため、当期純利益は当初予想を下回る見通しであります。 
(2)連結業績予想 
平成 15 年 3 月期連結業績につきましては、個別業績予想修正によるものに加え、国内連結子会社

は当社グループの関連する建設業界の建設需要減少の影響を受け、又、英国でカシミア製品を製造・
販売する子会社における大幅な減益の影響などにより、当初予想の連結当期純利益が純損失に転じる
見通しであります。 



Ⅱ．平成 15 年 3 月期期末の投資有価証券評価損 
当社では「金融商品に係る会計基準」に基づき「その他有価証券（財務諸表等規則第 8 条第 21 項に

規定するその他有価証券）」について、簿価に比べて時価又は純資産額が著しく低下した銘柄について
減損処理を行っております。 
この度、平成 15 年 3 月期期末における有価証券の評価損を算出致しました結果、下記のとおりとな

りましたのでお知らせ致します。 
平成 15 年 3 月期期末の投資有価証券評価損計上額 （A）  ２６５ 百万円 
平成 14 年 3 月期の純資産の額  （B）  ４，８７３ 百万円 
 （A）／（B）×１００  ５．４ ％ 
経常利益額（最近 5事業年度の平均）  （C）  ３８８ 百万円 
 （A）／（C）×１００  ６８．３ ％ 
純利益額（最近 5事業年度の平均）  （D）  ８６ 百万円 
 （A）／（D）×１００  ３０８．１ ％ 
（ご参考）当社の決算期末は 3月 31 日であります。 
 

以 上 


